
第 2 学年 理科学習指導略案 
                                                                      

１ 単元 「電気の利用」 
２ 単元の目標 

電力の違いによって発生する熱や光などの量に違いがあることを見いだすことができる。 
３ 単元の指導計画 （6 時間） 
項
目 

配
時 学習活動・内容 留意点 観点：評価規準 

＜評価の方法＞ 

 
 

１ 
 

 

○アンケート 
電気についての知識について探

る。 
 

関：身の回りの電気の利用を挙げ，電気のは

たらきについて説明しようとする。 
＜プリント分析＞

電
気
の
量
を
調
べ
よ
う 

  １  
 
 
 
 
 
 
 

○１Ｖの電圧を加えて１Ａの

電流を流したときの電力が

１Ｗということをおさえる。

 

○ジュールについてもふれる。

 
 
 

関：電流の利用について関心をもち，さまざ

まな利用の例を分類の観点を決めて調べよ

うとする。 
＜様相分析＞

思：使用した電気の量を熱や光などの利用方

法にかかわらず電力で表すことについて，

電圧や電流との関係で考えることができ

る。 
＜様相分析＞

知：1 秒間に消費した電気の量が電力であるこ

とを理解し，電力や熱量の単位の知識を身

につけている。 
＜発言チェック＞

電
気
器
具
の
は
た
ら
き
を
調
べ
よ
う 

２  ○結果を生徒に予想させる。 

 

○結果を表やグラフで表すな

ど，まとめ方を工夫させる。

 

○電球の明るさなど，他の例も

考えさせる。 

 
関：電流の利用について関心をもち，電力の

大きさと発熱の関係を意欲的に調べようと

する。       ＜発言チェック＞ 

思：実験を通して電力が大きいほど発熱量が

大きいことを見いだすことができる。 
＜様相分析＞

技：電流によって熱を発生させる実験を行い，

電力と発生する熱の関連を調べることがで

きる。          ＜様相分析＞ 
知：電気器具のはたらきの大きさと電力の関係

を理解し，知識を身につけている。 
＜発言チェック＞

電
気
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
よ
う 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
○ダイオードに直流と交流を

流し光り方を調べる。 

○直流と交流のちがいについ

て理解する。 

○家庭の電気料金が電力量か

ら算出されていることを知

り，効率的な電気器具の使用

法について考える。 
 
 
 
○自分たちで考えた効率的な

電気器具の使用法について

の実験をＷｈ計を用いて行

う。 

○実験結果をまとめ，効率的な

電気器具の利用について考

察し，説明することができ

る。 

○自然環境を守るために自分

たちはどのような行動をと

るべきかを考えさせる。 

 
関：電流による熱や光の発生などに関する観

察・実験を進んでおこなったり，日常生活

と関連づけて考察したりしようとする。 
＜発言チェック＞

思：電流による熱や光の発生などを調べる観

察・実験を行い，規則性を見いだすことが

できる。 

＜レポート分析＞
 
 
 
 
 
 
 
 
技：電流による熱や光の発生に関する実験の

基本操作を習得し，自らの考えで実験報告

書の作成を行うことができる。 
＜レポート分析＞

診断的評価 

電流の利用に

ついて，調べよ

う 

身近にある電流の

利用に気付く 

電流の大きさ

と発熱の関係

を調べよう 

電力の大きさと水

温の上昇の関係を

調べる 

電気はどのよ

うに利用され

ているか調べ

よう 

○発展 
家庭で使う電気

(直流と交流 )に
ついて調べる

 電力と電力量に

ついて調べ，効率

的な電気器具の

使い方を考える 

○発展 

学習のまとめ



４ 本時    6／6 時     
（１）本時の指導観 

     前時までに生徒は，電力の大きさと発熱の関係を実験によって調べ，電力が大きいほど，すな

わちＷ数が大きいほど，光，音，熱，運動などのはたらきが大きいことや，電力量の計算につい

て学習している。また，電気器具の効率的な使い方を調べるための実験を各班で考え，その予想

をしている。 
     本時は，まず，各班で決めた実験を行い，消費電力の違いを調べる。次に，実験の結果をもと

に，効率的な電気器具の使い方を考察する。最後に，各班の結果を全体化し，日常生活で電気器

具をどのように使用するのが効率的なのか，考察する。 
（２）主眼 

・電気器具の消費電力を調べる実験を行い，効率的な電気器具の使い方を見いだすことができる。 
（３）準備 

     ①各班で用意した電気器具   ②ワークシート  ③Wｈ計  ④ストップウォッチ  
⑤塩化コバルト紙   ⑥温度計   ⑦スタンド 

（４）過程 
意

図 学習活動・内容 ○手だてや留意点 ◆〔観点〕 評価 ＜評価方法＞ 形態 配点

問
題
把
握 

１ 前時までに学習した電力量について復習す

る。 
 
２ 本時の内容を確認し，めあてをもつ。 
地球にやさしい電気器具の使い方を考えよう。 
 

○小学校では習っていない部分なので，順序立ててわか

りやすく説明する。 

 
○1 秒間の発熱量はＷ数が大きい方が大きいが，電気代

は使用した時間も考慮しなければいけないことをおさ

える。 

一斉

 
 

5 分

情
報
収
集
・
情
報
処
理 

３ 電気器具を使って，効率的な使い方がわかる

ような実験内容を班ごとに発表する。 
・ヘアードライヤーの強弱  
・ラジカセの音の大小 
・テレビの明暗    
・電気ポットの急暖 

 
４ 各班で実験を行い，効率的な電気器具の使用

について考察する。 
 
 
 
５ 各班の考察のまとめを発表する。 

○Ｗｈ計の使い方を説明する。 
 ・目盛りの読み方を確認する。 
○前時に決めた発表者に，「実験内容の説明の仕方」に沿

って説明させる。 
 
 
 
○実験上の注意を説明する。（ドライヤーなど） 
○各班を巡回し，よくわかっていない生徒を中心に，教

科書やワークシートを利用して，電力量の計算法につ

いて解説する。 
 

班別

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉

35 分

一
般
化 

６ 各班からの発表を聞き，ワークシートに記入

し，考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 教師によるまとめを聞く。 
 
 
８ 次時の学習内容を確認する。 

○すべての実験を通して総合的に書くことを促す。 
◆〔技〕電気器具の消費電力を調べる実験を行い，効率

的な電気器具の使い方を見いだすことができる。 
＜レポート分析＞ 

 
Ａ Ｂ 

学級全体の結果から，電

気器具の効率的な使い方

を見いだすことができ

る。 

自分の班の結果から，電

気器具の効率的な使い

方を見いだすことがで

きる。 
Ｃの生徒への手だて 

教科書の説明を読み返すよう促したり，補足説

明を加えたりする。 

 
 
○電気料金のことだけでなく，環境問題も関連すること

にふれる。 
 

個人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉

10 分

 


